
２０２３年度（令和５年度）協働のまちづくり推進事業報告書  

竹尋学区まちづくり推進委員会 委員長 藤本 良人 

  (問合せ先) ０８４－９６５－０１３１（竹尋交流館） 

事業内容 

（１）安全事業  ・安全マップづくり （３月） 

         ・あいさつ運動／見守り活動／見回りパトロール （通年） 

（２）福祉事業  ・夏休み子ども教室 （８月） 

         ・男の料理教室 （７月･１１月･１月） 

（３）体育大会事業 ・学区民体育大会 （５月１４日） 

（４）ふれ愛夏まつり （８月５日） 

（５）ふれ愛フェスティバル （１１月３日） 

（６）人権事業  ・ふれ愛講演会 （２月４日） ・人権学習 （８・9 月） 

（７）コミュニティ育成 （通年） 

（８）環境事業   ・竹田川一斉清掃 （６月４日） 

・通学路環境整備 （８月２７日） 

・環境啓発ポスター及び標語募集 （９月） 

・水辺教室 （１０月５日） 

・フェスティバルポスター展示等 （１１月３日） 

・ホタル育成／花づくり （通年） 

（９）健康事業  ・健康ウォーキング （１１月１２日） 

・健康サイクリング （１１月１９日） 

・グラウンドゴルフ （毎週水曜日） 

・健康講座 （１月２７日） ・健康サークル （通年） 

（10）郷土史研究事業・ふる里散策マップの更新 （３月） 

・竹尋の歴史の伝承／古墳の整備 （通年） 

・歴史ツアーin 福山城 （１２月１０日） 

（11）自主防災事業  ・防災講演会 （９月３日） 

・学区自主防災訓練 （１１月２６日） 

（12）広報誌発行事業・たけひろまちづくり広報 （年３回） 

（13）運営事業 （通年） 

（14）多目的広場事業・ふれ愛広場事業 （通年） 

       ・イルミネーション （１２月） 

成 果 

ふるさとの歴史文化の継承、福祉、安心安全なまちづくり、環境美化、健康づくり、人権学習など、多

方面にわたり各部会を中心に地域課題解決に向けた様々な取組が行われ、自粛などで地域住民の交流が

希薄になりつつあったが、事業を通して交流の場を提供することができた。 

 

課 題 

  参加者や役員の高齢化に伴い、持続可能なまちづくりに向けて事業内容の見直しや、各事業を支える 

人材の世代交代と新たな人材発掘・育成が必要となっている。 

 

課題解決にむけて 

 新しい層の参加者を増やすために、募集方法や内容等について工夫していきたい。少子高齢化に対応

した地域づくりについて話し合う場を開催し、行事のスリム化等も検討していきたい。 

竹尋小学校正門前等で
毎月1日･15日実施。 

狭 間 川の 水 質
調査のため、水
生生物を採取。 

福山城 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹尋学区 
ふれ愛夏まつり 

８月５日（土）竹尋小学 

校にて、４年ぶりに夏まつり

を開催しました。多くの方が

来場され、会場は大変賑わい

子どもから大人まで交流を深

めることができました。 

  

夜店は大盛況♪ 

竹尋小学校太鼓演奏 

みんなで盆踊り♪ 

竹尋学区 
ふれ愛講演会 

ニコニコピンピン健康で笑顔いっぱいの 

竹尋学区をめざして、２月４日（日）、竹尋

交流館にて開催しました。悪役俳優歴30年

の柿辰丸さんを講師にお迎えして、笑いと深

呼吸を組み合わせた健康法「笑いヨガ」を 

実際に行いながら学びました。 

いくつになっても元気ハツラツ 

健康と幸せを運ぶ『笑いヨガ』 

講師の 
柿辰丸さん 

竹尋学区 
防災井戸事業 

 災害時の生活用

水として井戸水を

活用するため、竹尋

学区と「福山市公衆

衛生推進協議会」、 

「広島県環境保健協 

会」等の団体が連携し、『防災井戸事業』を2020

年２月より行っています。 

学区内の井戸の水質検査を行い、10か所を

防災井戸に指定し、断水などの際、避難所で住

民に給水できる体制を整えています。 

今年度は、運用ルールの作成や設置場所を防

災マップに表示す

るなどし、11月の

防災訓練では実際

に井戸を活用でき

るよう訓練を行い

ました。 


